
間
も
な
く
ソ
連
軍
の
進
駐
と
な
り
、
強
盗
、
暴
虐
等
の
■
と

な
っ
た
。
妻
を
お
そ
う
ソ
連
軍
兵
士
に
抵
抗
す
る
男
は
た
ち
ま

ち
自
動
小
銃
で
沈
黙
さ
せ
ら
れ
る
。

私
は
、
武
岡
総
務
部
長
と
共
に
奥
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
く
る

職
員
家
族
へ
の
世
話
ご
と
に
追
わ
れ
て
い
る
。
と
あ
る
日
、
ソ

連
の
ゲ
ー
ペ
ー
ウ
の
馬
車
が
き
て
、
霜
の
お
り
る
十
一
月
、
貨

車
に
詰
め
込
ま
れ
て
シ
ベ
リ
ア
送
り
と
な
っ
た
。
七
日
間
ぐ
ら

い
た
っ
た
夕
方
、
雪
野
が
原
に
全
員
下
車
さ
せ
ら
れ
た
。
収
容

所
は
第
五
ラ
ー
ゲ
ル
と
呼
ば
れ
た
と
こ
ろ
に
、
半
年
も
経
っ
た

ろ
う
か
、
一
千
人
の
う
ち
二
百
人
ぐ
ら
い
死
没
し
た
。
こ
う
し

た
星
霜
五
年
間
、
石
炭
堀
り
の
死
に
生
き
の
生
活
、
正
に
こ
の

世
の
地
獄
で
あ
る
、
鬼
気
せ
ま
る
も
の
が
あ
る
。
寝
台
の
友
だ

ち
の
パ
ン
を
盗
ん
で
吊
し
上
げ
ら
れ
る
者
、
元
参
謀
肩
章
を
さ

げ
た
人
が
炊
事
場
の
■
の
中
か
ら
黒
く
な
っ
た
小
指
ほ
ど
の
馬

鈴
薯
を
拾
っ
て
い
た
な
ど
と
い
う
哀
話
は
山
ほ
ど
あ
る
。

こ
ん
な
食
事
で
は
到
底
ま
と
も
に
働
け
る
も
の
で
な
い
、
ま

し
て
重
労
働
中
の
重
労
働
の
炭
砿
作
業
で
あ
る
。

紆
余
曲
折
は
省
略
す
る
。

五
年
間
の
苦
役
の
疲
れ
を
肩
に
し
て
、
習
志
野
に
住
む
わ
が

家
族
の
も
と
に
帰
っ
た
。
七
十
五
歳
の
父
と
、
六
十
三
歳
の
母
、

軍
需
工
場
通
い
で
足
を
と
ば
し
て
し
ま
っ
た
末
弟
、
長
女
を
頭

に
三
人
の
子
が
（
二
女
は
病
で
千
葉
県
一
の
宮
療
養
所
に
、
妻

は
進
駐
軍
の
メ
イ
ド
と
し
て
基
地
に
い
た
）
食
う
や
食
わ
ず
で

待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
こ
の
家
族
を
抱
え
て
、
舞
鶴
で
も
ら
っ
た
、

千
円
札
一
枚
を
握
っ
て
生
き
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
と
き
に
私
は
四
十
歳
で
あ
っ
た
。

海
外
居
住
の
動
機
と
私
の
家
族
　 

神
奈
川
県
　
三
橋
博
　 

昭
和
十
五
年
四
月
下
旬
、
単
身
渡
満
し
、
満
州
土
建
公
社
に

就
職
、
半
年
後
、
妻
と
次
男
、
三
男
を
呼
び
寄
せ
て
、
首
都
新

京
に
生
活
の
本
拠
を
か
ま
え
希
望
に
満
ち
て
い
た
。

昭
和
十
七
年
頃
よ
り
公
社
の
休
日
ご
と
に
在
郷
軍
人
の
教
練

が
激
し
く
な
っ
た
。
職
場
に
も
赤
紙
召
集
が
く
る
よ
う
に
な
っ

た
。



昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
ラ
ジ
オ
で
ソ
満
国
境
は
戦
争
状
態

と
放
送
が
あ
り
、
そ
の
数
日
後
に
は
、
ソ
連
軍
の
戦
車
が
新
京

に
入
城
し
た
。

要
員
以
外
、
日
本
籍
住
民
は
南
満
に
退
避
す
る
よ
う
に
と
隣

組
を
通
じ
て
の
命
令
で
あ
る
。

私
は
鞍
山
製
鉄
所
爆
撃
被
災
情
況
調
査
に
出
張
中
敵
機
来
襲

の
報
で
鞍
山
市
外
の
山
に
避
難
し
た
。

帰
宅
早
々
、
妻
子
三
人
と
職
員
家
族
三
十
余
人
、
大
暴
風
雨

中
を
新
京
駅
に
見
送
り
、

駅
頭
で
生
き
て
再
会
不
可
能
と
思
い
、

涙
で
親
子
の
水
盃
で
の
別
れ
で
あ
る
。
雨
水
の
溜
っ
た
無
蓋
車

に
手
荷
物
で
す
し
づ
め
に
さ
せ
ら
れ
、
闇
の
中
に
消
え
去
っ
て

ゆ
く
の
を
断
腸
の
思
い
で
見
送
っ
た
。

そ
の
あ
と
、
私
に
赤
紙
の
収
集
令
状
が
き
た
。
木
銃
と
空
瓶

を
携
行
し
て
入
隊
し
た
が
三
八
銃
の
所
持
兵
は
全
隊
の
一
割
ぐ

ら
い
で
あ
り
、
こ
れ
で
ソ
連
兵
と
戦
え
る
か
と
不
安
を
感
じ
た
。

翌
朝
、
隊
長
命
に
よ
り
空
瓶
を
持
っ
て
戦
車
へ
の
飛
び
こ
み

方
の
教
練
を
う
け
た
。
戦
車
防
砕
壕
の
掘
削
作
業
を
ス
コ
ッ
プ

で
始
め
た
。
八
月
十
五
日
終
戦
と
な
り
召
集
解
除
と
な
っ
て
自

宅
に
戻
っ
た
。

同
夜
、
満
州
軍
反
乱
、
来
襲
の
た
め
、
日
本
人
は
市
内
の
高

女
校
庭
に
急
集
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
、
校
庭
内
は
混
乱
し
た

が
、
日
本
軍
が
よ
う
や
く
敵
軍
を
撃
退
し
、
命
か
ら
が
ら
自
宅

に
た
ど
り
着
い
た
。

明
け
て
翌
朝
、
日
本
人
の
姿
は
街
に
皆
無
で
あ
り
、
現
地
人

は
肩
を
い
か
ら
し
、
中
に
は
こ
ん
棒
を
ふ
り
ま
わ
し
、
関
東
軍

倉
庫
、
役
所
、
日
本
人
宅
を
襲
撃
し
て
廻
っ
て
い
た
。

現
地
人
は
日
本
人
官
舎
や
一
般
個
人
宅
な
ど
を
急
襲
し
、
手

当
り
し
だ
い
機
具
、
生
活
用
品
、
食
料
品
な
ど
を
略
奪
し
た
。

ソ
連
軍
入
城
ま
で
つ
づ
い
た
が
、
更
に
現
地
人
は
ソ
連
軍
の

道
先
案
内
を
し
て
掠
奪
し
た
。

新
京
に
入
城
し
た
先
遣
戦
闘
兵
は
、
蒙
古
ら
し
い
ア
ジ
ア
人

種
が
多
く
、
服
装
は
泥
砂
な
ど
で
汚
れ
、
あ
た
か
も
ど
ぶ
ね
ず

み
の
様
子
で
あ
っ
た
。

武
器
な
ど
の
隠
匿
に
対
す
る
検
索
と
称
し
、
満
人
を
先
導
に

数
人
が
銃
先
で
■
を
た
た
き
、
応
じ
な
い
場
合
は
破
っ
て
侵
入

し
、
略
奪
、
暴
行
を
う
け
た
。

あ
る
日
、
仲
間
と
晩
酌
を
共
に
し
、
た
そ
が
れ
時
帰
宅
途
中
、

二
人
組
の
ソ
連
兵
に
襲
わ
れ
た
の
で
、
こ
ん
身
の
力
を
し
ぼ
っ



て
つ
き
と
ば
し
た
。
彼
ら
も
酔
っ
て
い
た
の
か
、
街
路
樹
の
下

に
た
お
れ
た
の
で
一
目
散
に
闇
の
中
に
逃
げ
た
が
、
後
方
よ
り

銃
声
が
あ
り
、
命
拾
い
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

疎
開
し
た
妻
子
達
の
居
住
地
を
、
親
し
か
っ
た
韓
国
人
か
ら

聞
き
出
し
、
私
は
中
国
人
に
変
装
し
、
日
本
人
乗
車
禁
止
の
南

行
列
草
に
、
真
夜
中
潜
入
乗
車
し
た
が
、
途
中
野
原
に
臨
時
停

車
し
、
襲
撃
す
る
匪
賊
と
銃
撃
戦
を
繰
り
返
し
つ
つ
四
日
四
晩

が
か
り
で
安
東
街
に
た
ど
り
つ
い
た
。

中
国
人
の
時
計
店
の
二
階
に
仮
宿
し
て
い
た
妻
は
、
昭
和
十

九
年
新
京
生
れ
の
四
男
が
栄
養
失
調
で
瀕
死
の
状
態
と
な
り
、

ソ
連
将
校
と
単
身
で
乗
車
交
渉
し
、
職
員
家
族
十
人
余
を
引
き

連
れ
て
一
昨
日
、
新
京
に
帰
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
■

然
と
し
た
が
、
夜
半
、
北
満
行
き
の
列
車
の
屋
根
上
に
乗
っ
て

北
行
途
中
、
奉
天
駅
構
内
で
は
、
素
っ
裸
の
日
本
兵
が
数
両
の

列
車
に
詰
め
こ
ま
れ
て
い
た
。

駅
前
広
場
に
は
日
本
人
の
死
体
が
現
地
人
の
暴
民
に
か
こ
ま

れ
て
い
た
。

私
も
大
勢
の
暴
民
に
か
こ
ま
れ
た
の
で
闇
に
乗
じ
、
側
道
建

築
現
場
下
に
か
く
れ
、
駅
に
た
ど
り
つ
き
再
び
列
車
屋
根
上
に

乗
り
、
新
京
駅
手
前
の
畑
の
中
に
飛
び
お
り
、
家
に
た
ど
り
つ

い
た
。
奇
し
く
も
妻
と
再
会
し
共
々
に
感
激
の
涙
で
あ
る
。
幸

い
四
男
は
元
気
だ
っ
た
。
同
行
し
た
隣
家
の
女
児
数
人
が
み
な

栄
養
失
調
で
死
亡
し
た
の
で
あ
る
。

新
京
の
空
家
は
南
下
し
て
き
た
難
民
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ

た
。ソ

連
兵
は
、
日
本
人
を
強
制
使
役
し
、
満
州
国
内
の
軍
事
施

設
、
工
場
施
設
、
機
械
な
ど
を
解
体
し
、
列
車
に
満
載
し
て
半

年
が
か
り
で
ソ
連
領
土
に
運
ん
だ
。
そ
の
使
役
に
私
も
駆
り
出

さ
れ
悲
憤
の
涙
を
流
し
た
。

妻
は
零
下
四
十
度
ぐ
ら
い
の
酷
寒
に
道
端
に
麦
わ
ら
を
敷

き
、
満
一
歳
の
四
男
を
背
負
い
、「
あ
ん
こ
巻
」
を
道
行
く
人

に
売
っ
て
生
活
を
支
え
、
引
揚
げ
の
日
の
早
か
ら
ん
こ
と
を
待

ち
続
け
た
。




